
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民活動・ボランティア・ＮＰＯ活動を応援する広報紙 ♪第１９号♪ 

 

 第１回こおりやま市民活動交流フェスタにて、各団体の活動 

  展示を熱心にご覧になる柴 俊夫さんです。※今回特集しています。 
 

人と環境のハーモニー 魅力あるまち 郡山 

第１回こおりやま市民活動交流フェスタ・・Ｐ２～５ 
わくわく！ボランティア       ・・Ｐ６ 
市民活動ときめきリレー       ・・Ｐ７ 
アシストパークだより        ・・Ｐ８～９ 
市民活動掲示板           ・・Ｐ１０～１１ 
レッツ！学校ボランティア      ・・Ｐ１２ 



あしすとぱあく ２０１０．２ Ｐ２ 

 
 

 
 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
郡
山
市
内
で
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
、
社
会
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
団
体

が
一
堂
に
会
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

紹
介
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め

る
目
的
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

６
日
は
各
団
体
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
活

動
展
示
、
午
後
１
時
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り

ハ
ー
モ
ニ
ー
賞
」
表
彰
式
と
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
講
演
会
」
と
し
て
俳
優

の
柴 

俊
夫
さ
ん
の
講
演
を
、
７
日
は
各

団
体
の
活
動
展
示
、
発
表
、
交
流
会
、
参

加
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
英
語
の
先
生
と

め
ぐ
る
世
界
５
か
国
の
旅
」
や
「
ハ
ー
ブ

の
こ
け
玉
づ
く
り
」
、
「
犬
の
し
つ
け
方
教

室
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
子
で
一
緒
に
楽

し
め
る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。 

 

今
号
の
２
～
５
ペ
ー
ジ
に
て
一
部
で
す

が
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

まちづくりハーモニー賞受賞者の皆さん 



Ｐ３ あしすとぱあく ２０１０．２  

 

午
後
１
時
か
ら
行
わ
れ
た
「
ま
ち
づ
く 

り
ハ
ー
モ
ニ
ー
賞
」
表
彰
式
で
は
、
地
域

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ

く
り
に
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

方
々
に
対
し
原
市
長
か
ら
表
彰
が
あ
り
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

            
続
い
て
行
わ
れ
た
柴 

俊
夫
さ
ん
の
講

演
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
（
安
全
上
は
問
題
が
な

く
て
も
廃
棄
さ
れ
る
食
品
の
寄
付
を
受

け
、
無
償
で
必
要
な
人
や
団
体
に
提
供
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
の
組
織
の
明
確

化
を
始
め
、
児
童
福
祉
と
環
境
保
護
活
動 

に
対
す
る
情
熱
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

まちづくりハーモニー賞 
受賞団体（敬称略） 
【市民活動実践部門】 
・元気なふるさとを創る会 
・スペースパークボラン 
ティアの会 

・花かつみの里ひわだ推進会 
・渡邉 正治 
【青少年部門】 
・郡山市立御舘中学校 
・国際アート＆デザイン 
専門学校 

【イベント部門】 
・高野地区家庭バレーボール 
大会実行委員会 
・中田地区駅伝競走大会 
実行委員会 

 

柴
さ
ん
の
気
さ
く
な
人
柄
か
ら
か
、
活 

発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
吹
雪 

に
も
関
わ
ら
ず
２
０
０
人
が
来
場
し
、
会 

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

開
催
の
２
日
間
、
出
展
い
た
だ
い
た
団

体
さ
ん
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
呼
び
掛

け
る
投
票
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
こ
に

寄
せ
ら
れ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
来
場
者

の
声
を
、
一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
（
Ｐ
４
～
５
へ
続
き
ま
す
。
） 

 

 
 

 

  

原市長から受賞者一人 

ひとりに賞状と盾が贈 

呈されました。 
 

俳優 西田敏行さんとの交遊録 
もご紹介していただきました。 

講演会終了後、展示・発表・体験 
コーナーにて、ユニバーサル体験を 
行う柴さん。 
 



あしすとぱあく ２０１０．２ Ｐ４ 

 
 
市民活動団体と初めて共同出展を 

 しました。 
  自動販売機のワークショップや、 
 高齢者・妊婦体験を行いながら「思 
いやり」の心を育むよい機会となり 
ました。 

 

「ユニバーサルデザインコーナー」市民協働推進課も出展しました！  

 
６・７日に出展いただいた団体さん 
 
【わくわく体験ルーム】 
・NPO法人うつくしまNPOネットワーク 
・NPO法人宙（そら）の仲間たち 
・社団法人日本善行会 福島県支部 
・NPO法人市民メディア・イコール 
・ＭＰＩ福島研究会 
・ハーブな家族 
・福島県中地域NPOネットワーク 
・郡山ユネスコ協会 
・スペースパークボランティアの会 
・大安場史跡公園ボランティア 
【ＵＤ・相談コーナー】 
・NPO法人ふくしまユニバーサルデザイン 
・NPO法人すだち福祉会 
・NPO法人あいえるの会 生活介護事業所  
たいむＩＬ 
・学校法人今泉学園 今泉女子専門学校 

 
７日に出展等いただいた団体さん 

 
【命のふれあいルーム】 
・NPO法人ひなた 
・ALIVEふくしま 
・日本グッドトイ委員会福島支部 
準備委員会 

・NPO法人ほっとスペースR 
・NPO法人福島県パートナードッグ 
普及委員会 

【ガンバルまちルーム】 
・ぐるっと湖南・伝承会 
・下守屋財産組合 
・日出山アメンボウクラブ 
・ＮＰＯ法人まざっせKORIYAMA 
・田母神地域村おこしマップ委員会 
【交流フェスタ協力団体】 
・手話サークルこおりやま 
・郡山女子大学短期大学部 
・子育てボランティア 
・郡山市 語学指導外国人 
・ボランティアセンター 
（郡山市社会福祉協議会） 

【AED体験コーナー】 
・奥羽大学ライフサポート 

 

 
植
物
が
好
き
な
の
で
、
興
味 

深
く
参
加
で
き
た
（
50
代
男
性
） 

 
 

 

 
犬
と
の
信
頼
関
係
に
つ
い
て 

実
践
指
導
で
勉
強
に
な
っ
た
。 

（
30
代
男
性
） 

犬のしつけ方教室 ハーブでこけ玉づくり 

楽しい催しがいっ

ぱいだったよ! 



Ｐ５ あしすとぱあく ２０１０．２ 

         

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
へ
出
展
い

た
だ
い
た
団
体
さ
ん
を
は
じ
め

雪
の
中
、
足
を
お
運
び
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
方
の
交
流
の
輪
が

広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

掲
載
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
展

示
・
発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の

関
係
上
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 

       

 
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

回
収
へ
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
（
30
代
女
性
） 

 

            

 
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
開
催 

 

し
て
ほ
し
い
。
（
10
代
男
性
） ＡＥＤ体験コーナー ペーパークラフトづくり体験 

 
 

 

写
真
入
り
ま
す 

                  

 
英
会
話
教
室
以
外
で
会
話
の

機
会
が
な
い
の
で
良
か
っ
た
。 

（
10
代
女
性
） 

 
娘
よ
り
、
私
の
ほ
う
が
楽
し

み
ま
し
た
。
（
30
代
女
性
） 英語の先生とめぐる世界５か国の旅で国際交流を図りました。 

 
 

 
 

写
真
入
り
ま
す 

        
 
 

 

写
真
入
り
ま
す 

        
 
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
団
体

が
一
堂
に
集
ま
る
こ
と
が
す
ご

い
。
（
30
代
男
性
） 

 
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
。
（
20
代
男
性
） 

手あそび交流会 
円卓会議による事例紹介 

閉会セレモニー 



わくわく！ ボランティア 
  

郡
山
少
年
団
体
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、 

昭
和
55
年
に
設
立
さ
れ
た
郡
山
市
内
の
中
・ 

高
校
生
だ
け
で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

団
体
で
、
「f

o
r
 
C
h
i
l
d
r
e
n

（
＝
子
ど
も 

た
ち
の
た
め
に
）
」
を
合
言
葉
に
、
学
校 

の
垣
根
を
越
え
て
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象 

と
し
た
事
業
の
企
画
運
営
、
協
力
な
ど
の 

社
会
参
加
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で 

   

あしすとぱあく ２０１０．２ Ｐ６ 

  

「郡山少年団体リーダーズクラブ」 
 

12 月 24 日（木）、ニコニコこども館

で「子どもクリスマス会」が開催されま

した。この催しは、郡山少年団体リーダ

ーズクラブの主催事業で毎年開催され

ています。 

 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
社
会
貢
献
青
少
年
団
体
と
し 

て
内
閣
府
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

  

こ
の
日
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
ク
リ
ス 

マ
ス
会
」
は
、
会
場
装
飾
か
ら
進
行
に
い 

た
る
ま
で
、
す
べ
て
会
員
自
ら
が
考
え
、 

実
施
し
た
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

趣
向
を
凝
ら
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い 

ま
し
た
。 

「
一
番
大
変
な
の
は
参
加
者
を
集
め
る 

こ
と
で
し
た
。
直
接
、
学
校
や
公
民
館
へ 

チ
ラ
シ
を
持
っ
て
お
願
い
に
回
り
ま
し
た
。 

で
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
大
変 

さ
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
や
り
が
い
を 

感
じ
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く 

れ
た
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
若
さ
あ
ふ 

れ
る
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。 

  
 

サンタさんが現れ、びっくり！！ 

子どもたちにとって、最高のクリ 

スマスになりました。 

 

現在の会員は約４０名。平成２１ 

年１０月には３０周年記念式典を行 

い、今までの活動を記録した「三十 

周年記念誌」も作成したそうです。 
 

みんなが楽しい気持ちになれる活

動、今後も応援しています。 

 

 

手
づ
く
り
の 
イ
ベ
ン
ト 



□
□ 

  

市
民
活
動
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ 

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？ 

花
輪
長
者
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
す
る
町 

民
が
増
え
た
こ
と
に
併
せ
、
公
民
館
に
気 

兼
ね
な
く
立
ち
寄
れ
る
気
風
が
生
ま
れ
た 

こ
と
で
す
。
ま
た
、
近
住
の
方
々
と
の
結 

び
つ
き
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

花
輪
長
者
伝
説
な
ど
を
記
載
し
た
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ 

さ
い
。 

h
ttp

:/
/
n
p

o
-
n

a
k
a
.n

e
t/

m
e
m

b
e
r/
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s
a
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/
h
a
n

a
w

a
c
h
o
ja
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次
回
は
、
今
井
さ
ん
の
紹
介
で
、 

柴
宮
案
山
子
（か
か
し
）祭
り
実
行 

委
員
会
副
会
長
の
橋
本
和
栄
さ
ん 

の
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！ 

 

ご
出
身
は
？ 

郡
山
市
大
槻
町
で
す
。 

ご
趣
味
は
？ 

 

山
歩
き
や
旅
行
な
ど
で
す
。 

 

 

具
体
的
に
ど
ん
な
市
民
活
動
を
し
て
い
る 

の
で
す
か
？ 

 

花
輪
長
者
（
は
な
わ
ち
ょ
う
じ
ゃ
）
伝 

承
に
ち
な
む
“
ま
ち
お
こ
し
”
と
子
ど
も 

達
の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

活
動
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事
は 

何
で
す
か
？ 
 

き
っ
か
け
は
、
大
槻
東
地
域
公
民
館
活 

動
の
企
画
委
員
を
務
め
た
こ
と
で
し
た
。 

七
つ
の
町
内
会
（
大
槻
東
地
区
）
の
絆 

を
更
に
深
め
、
子
ど
も
達
が
住
ん
で
良
か 

っ
た
と
い
え
る
ま
ち
を
目
指
し
「
ふ
る
さ 

と
つ
く
り
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。 

 

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、｢

大
槻
東
地
域
の 

活
性
化
と
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
づ
く 

り
」
。
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
や
、
つ
く 

り
隊
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
民
話
作
り
、
音
頭
、 

踊
り
、
ね
ぷ
た
、
み
こ
し
の
製
作
な
ど
、 

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

Ｐ７ あしすとぱあく ２０１０．２ 

 

花輪長者まつりでねぶたを曳く 
子どもたちの様子です。 

市民活動を

されている

方々をリレ

ーで紹介し

ます。 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
ふ
る
さ
と 

つ
く
り
隊
会
長
の
今
井
辰
雄
さ
ん
で
す
。 

 

 「皆さん、ふるさとつ
くり隊のホームページを
ぜひご覧ください」と語
る今井さん。一所懸命で
す。 

市
民
活
動 

 
 

と
き
め
き
リ
レ 
丨 

 
 



あしすとぱあく ２０１０．２ Ｐ８ 

 ２月から３月までの事業案内をはじめ、アシ 
ストパーク郡山で行った事業を報告するコーナ 
ーです。（アシストパーク郡山はビッグアイ６ 
階にあります。） 
 

偶
（
ぐ
ぅ
）
数
月
に
率
直
（
ち
ょ
く
） 

な
意
見
を
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
（
ぱ
あ
く
） 

で
話
し
合
い
。 

市
民
活
動
交
流
サ
ロ
ン
「
ぐ
ぅ
ち
ょ
く 

ぱ
ぁ
く
」
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

２
月
（
第
６
回
）
の
テ
ー
マ
は
… 

「
市
民
活
動
交
流
フ
ェ
ス
タ
の
活
動
内
容 

の
振
り
返
り
と
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

づ
く
り
」
で
す
。 
 

交
流
が
深
ま
る
絶
好
の
機
会
で
す
。 

 

日
時
▼
２
月
20

日
（
土
） 

午
前
10

時
～
正
午 

会
場
▼
労
働
福
祉
会
館 

 
 

 

第
３
・
４
会
議
室 

定
員
▼
20

名 

※
参
加
無
料 

対
象
▼
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら 

 
 

 

ど
な
た
で
も 

申
込
▼
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山
の
窓
口
、 

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で 

《
皆
さ
ん
の
活
動
周
知
の
よ
い
機
会
》 

事
業
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
実
施
で 

き
る
団
体
や
個
人
の
方
（
主
に
郡
山
市
内 

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を 

行
っ
て
い
る
方
）
が
自
主
的
に
行
う
講
座
、 

講
演
会
、
研
修
会
、
イ
ベ
ン
ト
（
広
く
一 

般
市
民
の
方
を
対
象
に
企
画
す
る
講
座
） 

な
ど
に
つ
い
て
、
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山 

で
募
集
し
、
認
定
後
に
広
報
Ｐ
Ｒ
な
ど
の 

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

募
集
内
容
は
、
一
般
公
開
が
可
能
な
も 

の
で
、
平
成
23

年
３
月
31

日
ま
で
に
実
施 

す
る
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。 

申
し
込
み
は
、
来
年
度
（
４
月
）
よ
り 

受
け
付
け
ま
す
。
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し 

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
応
募
用
紙
は
、
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

ア
イ
デ
ィ
ア
の
実
現
に
向
け
て
、
ぜ
ひ 

ご
検
討
く
だ
さ
い
。 
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 □ 

□
□
□
□
□
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□
□ 

 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

「
広
報
セ
ミ
ナ
ー
」 

１
月
16

日
（
土
）
、
労
働
福
祉
会
館 

で
開
催
し
、
25

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

電
通
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ 

ン
室
の
力
武
宏
種
さ
ん
か
ら
、
広
報
の 

必
要
性
・
手
法
な
ど
を
、
基
礎
編
・
実 

践
編
・
知
識
編
で
学
び
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

《会場の様子》 

現場から 

「広報の仕方、基本のおさえ方、デ 
ザイン、文字（字体）など、今まで 
知りたかった事を学ぶことができた」 
という意見がありました。 
 

 

「
第
一
回 

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成 

講
座
〈
入
門
編
〉
」 

  

子
ど
も
達
に
「
も
の
」
の
大
切
さ
、
お 

も
ち
ゃ
の
仕
組
み
な
ど
を
教
え
な
が
ら
お 

も
ち
ゃ
の
修
理
を
す
る
、
「
お
も
ち
ゃ
の 

お
医
者
さ
ん
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催 

し
ま
す
。 
 

養
成
後
は
、
お
も
ち
ゃ
の
ド
ク
タ
ー
と 

し
て
、
世
代
間
交
流
や
地
域
活
動
の
参
加 

の
き
っ
か
け
作
り
に
出
来
る
た
め
の
講
座 

を
開
催
し
ま
す
。 

 

日
時
▼
２
月
27

日
（
土
）
～
28

日
（
日
） 

 
 

 

の
２
日
間
に
な
り
ま
す
。 

午
前
10

時
～
午
後
４
時 

会
場
▼
ビ
ッ
グ
ア
イ
７
階 

 

第
２
会
議
室 

講
師
▼
日
本
お
も
ち
ゃ
病
院
協
会
講
師 

定
員
▼
30

名 

※
先
着
順 

 

受
講
料
▼
無
料 

 
 

 

但
し
テ
キ
ス
ト
代
の
み
実
費
負 

担
１
７
０
０
円
が
必
要
。 

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食
、
プ
ラ
ス
ド 

ラ
イ
バ
ー
小
型
（
正
式
名
称
０

番
）
、
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー 

小
型
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、
ピ

ン
セ
ッ
ト
、
持
っ
て
い
る
方
は

半
田
付
け
用
具
一
式
、
敷
き
布

又
は
古
タ
オ
ル
。 

主
催
▼
木
の
お
も
ち
ゃ
B
ｅ
ａ
ｎ
ｓ･

 

申
込
み
・
問
合
せ
▼
２
月
19

日
（
金
） 

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番 

号
、
テ
キ
ス
ト
の
要
・
不
要
を 

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

木
の
お
も
ち
ゃ
B
ｅ
ａ
ｎ
ｓ 

郡
山
市
安
積
二
丁
目
９
１
ー
１
０
１ 

☎
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
９
４
７
ー
６
４
１
１ 

Ｅ
メ
ー
ル
：in

fo
@

b
e
a
n

s
k
id

s
.jp

 

mailto:info@beanskids.jp
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 ドキュメンタリー映画を通じ、人と動物が幸せに暮らせる

社会を作るよい機会です。 
 当日は、映画上映のほかに、講演会も予定しています。 
 申込方法など詳細は、下記あてにお問い合わせください。 
●日 時：３月６日（土） １２：００～開場 

     １３：１０上映開始～ 

     １５：２０講演「郡山市動物行政の現場から」 

     講師：保健所生活衛生課長 石川 弥恵子 氏 

●会 場：安積総合学習センター（サンフレッシュ郡山） 

     第２・３会議室 

住所：郡山市安積町荒井南赤坂 265 

●入場料：７００円（定員７２名） 

●お問合せ先 

ＡＬＩＶＥふくしま 担当：和田 

☎ ０２４７－４２－２１６０ 

～ドキュメンタリー映画～ 
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□
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□
□
□
□
□
□
□
□ 

Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
企
画 

支
援
事
業 

内
容
▼
市
街
地
に
お
い
て
地 

域
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り 

な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
い 

る
、
又
は
行
お
う
と
し
て
い 

る
団
体
等
に
対
し
助
成
。 

詳
細
は
左
記
ま
で
。 

上
限
▼
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

締
切
日
▼
２
月
26
日(

金)
 

 

問
合
せ
▼
社
団
法
人
再
開
発 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会 

Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
企
画 

支
援
事
業
事
務
局
☎
０
３
― 

３
４
３
７
―
０
２
６
１ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
▼h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 

u
r
c
a
.
o
r
.
j
p
/
b
o
s
y
u
/
m
a
c
h
i
s

h
i
e
n
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
 

 

   

社
団
法
人
全
互
協
第
11
回 

社
会
貢
献
基
金
の
助
成
公
募 

内
容
▼
地
域
の
種
々
の
災
害 

の
救
済
や
社
会
福
祉
事
業
、 

環
境
保
全
事
業
、
国
際
協
力 

な
ど
社
会
貢
献
活
動
や
社
会 

貢
献
に
資
す
る
調
査
・
研
究 

を
目
的
に
助
成
。 

詳
細
は
左
記
ま
で
。 

上
限
▼
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

締
切
日
▼
２
月
末
日 

必
着 

 

問
合
せ
▼
社
団
法
人
全
日
本 

冠
婚
葬
祭
互
助
協
会
社
会
貢 

献
基
金
運
営
事
務
局
☎
０
３ 

―
３
５
９
６
―
０
０
６
１ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
▼h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 

z
e
n
g
o
k
y
o
.
o
r
.
j
p
/
s
o
c
i
a
l
/
p

r
o
m
o
t
i
o
n
/
n
o
0
1
.
h
t
m
l
 

 
 



 
 
 
 大活躍中のＳ．Ｐ．Ｖ（スペースパークボランティアの会）の案内・ 
鉄道・科学・天文の各グループが、昨年繰り広げたさまざまな活動の集 
大成を皆さんにお贈りするイベント“ボランティアまつり”を開催しま 
す。昔懐かし紙芝居の実演や解説付き鉄道ジオラマショーなど楽しい企 
画が盛りだくさんです。 
 参加費無料です！皆さんのお越しをお待ちしております。  
●日 時：３月２０日（土）～２２日（月） 

１０：００～１７：００ 
●会 場：郡山市ふれあい科学館       

２２階展望ロビー   
●問合せ：郡山市ふれあい科学館 
     住所：郡山市駅前２－１１－１ 

（ビッグアイ２０～２４階） 
     ☎９３６－０２０１ 
 

Ｐ１１ あしすとぱあく ２０１０．２ 

 

 
～毎年恒例の 

イベントです～ 

 

ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
へ
の 

助
成
募
集
案
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
容
▼
「
子
ど
も
を
守
る
」 

と
い
う
視
点
か
ら
分
類
し
た 

活
動
テ
ー
マ
の
い
ず
れ
か
に 

該
当
す
る
方
に
対
し
助
成
。 

詳
細
は
左
記
ま
で
。 

上
限
▼
１
団
体
あ
た
り
50
万 

円 締
切
日
▼
３
月
31
日
（
火
） 

問
合
せ
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
モ
バ 

イ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
・
フ
ァ
ン
ド
（
Ｍ
Ｃ
Ｆ
） 

☎
０
３
―
５
５
４
５
―
７
７ 

１
１ 

申
請
書
送
付
先
▼
Ｍ
Ｃ
Ｆ
事 

務
局 

〒

１
０
７
―
０
０
５
２ 

東
京
都
港
区
赤
坂
２
―
４
―
５ 

国
際
赤
坂
ビ
ル
19
階 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
▼h

t
t
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:
/
/
w
w
w
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m
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.
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.
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p
/
m
o
d
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l
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s
/
t
i
n

y
d
2
/
i
n
d
e
x
.
p
h
p
?
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d
=
4
 

平
成
22
年
度
公
益
信
託 

自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ァ
ン
ド
活
動
助
成 

内
容
▼
国
立
公
園
及
び
国
定 

公
園
の
自
然
保
護
上
、
重
要 

な
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境 

の
保
全
に
資
す
る
実
践
的
活 

動
を
行
う
方
に
対
し
助
成
。 

詳
細
は
左
記
ま
で
。 

上
限
▼
１
団
体
あ
た
り
50
万 

円
、
総
額
６
０
０
万
円 

締
切
日
▼
４
月
６
日
（
火
） 

問
合
せ
▼
財
団
法
人
自
然
公 

園
財
団
自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
フ
ァ
ン
ド
担
当
☎
０
３ 

―
３
５
９
２
―
１
１
７
１ 

 

申
請
書
送
付
先
▼〒

１
０
５ 

―
０
０
０
３ 

東
京
都
港
区 

西
新
橋
２
―

11
―
６
ニ
ュ
ー 

西
新
橋
ビ
ル
８
階 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
▼h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
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/
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_
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.
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m
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イベント・募集情報 助成金情報  ・・Ｐ２ 

アシストパーク郡山の事業報告   ・・Ｐ３ 

ぐぅちょくぱぁく情報       ・・Ｐ４ 

編集後記             ・・Ｐ４ 

 
 

    

第
１
回
こ
お
り
や
ま
市
民
活 

動
交
流
フ
ェ
ス
タ
も
無
事
終
了 

し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に 

よ
り
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

が
広
が
り
、
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
つ 

な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

   

次
号
は
、
４
月
発
行
予
定 

で
す
。
内
容
は
「
イ
ベ
ン
ト 

・
助
成
金
情
報
」
等
の
予
定 

で
す
。 

な
お
、
各
コ
ー
ナ
ー
に
掲 

載
を
ご
希
望
さ
れ
る
情
報
も 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め 

切
り
は
、
３
月
７
日
（
日
） 

で
す
。
※
相
談
の
う
え
、
掲 

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山
ま
た

は
、
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
９
２
４
― 

２
９
６
８
）
へ
。 

●
発
行
・
編
集
：
市
民
協
働
推
進
課

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山
） 

●〒

９
６
３-

８
０
０
２
：
郡
山
市

駅
前
二
丁
目
11
番
１
号
（
ビ
ッ

グ
ア
イ
６
階
） 

●
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
２
４
―
３
３
５
２ 

●
Ｅ
メ
ー
ル
： 

s
h
i
m
i
n
-
s
u
p
p
o
r
t
@
c
i
t
y
.
k
o

r
i
y
a
m
a
.
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.
j
p
 

●
２
・
３
月
の
休
館
日
：
毎
週
月

曜
日 

●
開

館

時

間
：
午
前
10
時
～
午

後
７
時
ま
で 

 

 

 
★
情
報
を お

寄
せ
く
だ
さ
い 

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と 

市
民
活
動
の
問
合
せ 

 

 
 

♪ 
 

♪ 
 

♪ 

河内小学校では、ここ数年、森林環境学習 

の一環として、地域にある逢瀬公園で緑化セ 

ンターの方の指導のもと、落ち葉はきなどの 

清掃活動や、樹木の名札付けなどの活動を全 

校生で行っています。 

昨年度から、集めた落ち葉を活用して逢瀬 
公園で飼育しているオオムラサキ（国蝶）のベッド作りも併せて行うよ

うになりました。清掃を行うだけでなく、集めた落ち葉がオオムラサキ

の飼育に役立つということを知り、子ども達は、目的を持って意欲的に

活動するようになりました。この活動を通して子ども達は地域を大切に

する心、地域を愛する心を学んでいます。 
 

●逢瀬公園の清掃活動を行って  ６年 渡邉 紗英 
          広い公園で清掃活動を行うことの大変さがよくわかり 

ました。しかし、公園がきれいになり、しかもその集め 
た落ち葉がオオムラサキの飼育に役立ったのでとてもう 
れしかったです。  

mailto:support@city.ko

